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「１１０番の日」広報活動

１月15日、西吾妻山において、米沢警察署山岳救助隊による山岳パトロール及び

冬山遭難救助訓練を実施しました。山岳パトロールでは、雪崩発生が懸念される箇

所や道に迷いやすい場所等を目視確認し、予想される遭難や救助活動時の対応要領

を確認しました。 訓練では、登山アプリを使用しての読図訓練、深雪でのスノー

シュー歩行やラッセル訓練を実施し、雪山の知識や歩行技術の習得と体力向上を図

りました。

冬山遭難救助訓練

カモンくん

１月26日、山形県警察学校初任科長期課程を卒業した警察官３名が

当署に配属となり、署長に着任申告を行いました。

１名は大門交番に、２名は西部交番に配置となり、住民の安全安心

のために活動してまいります！

新卒者の配属

米沢警察署管内の刑法犯・交通事故発生状況

刑法犯 交通事故

認知(件) 検挙(件) 発生(件) 死者数

23 20 28 0

令和６年１月末現在

１月６日、110番の日を前に、イオン米沢店１階催し物広場において、防犯・交通米沢少年隊員、少年補

導員や県警マスコットキャラクター「カモンくん」も参加し、「110番の日」広報活動を行いました。

110番の仕組みや通報手段、スマートフォンやタブレット端末を用いた「映像通報システム」、警察相談

専用電話「＃9110」の利用方法を説明し、110番の適正な利用方法を呼び掛けました。

見学者による模擬110番通報体験では、「交通事故を目撃した」「不審者に声を掛けられた」など、本番

さながらの想定で通報体験を行いました。 併せて、薬物乱用防止教室を開催し、薬物乱用防止を呼び掛け

ると共に、市内の携帯電話販売店を訪問して、スマートフォンのフィルタリング設定促進を行いました。

よろしくお願いします！！

１１０番通報要領の説明 防犯・交通米沢少年隊員 カモンくんは人気者!!

歩行訓練の様子 読図訓練の様子 西吾妻避難小屋



　　米沢警察署
　　〒９９２－００５１　米沢市城北二丁目３－１９
　　ＴＥＬ：０２３８－２６－０１１０　／　ＦＡＸ：２４－５２１９

「わたしたちの まちの おまわりさん」作文コンクール米沢地区最優秀賞作文の紹介！

全国小学生作文コンクール「わたしたちの まちの おまわりさん」において、管内から多数の応募があり

ました。高学年の部と低学年の部でそれぞれ米沢地区最優秀賞に選ばれた作文を紹介します。

高学年の部 最優秀 「身近な存在のヒーロー」 米沢市立南部小学校5年 三屋 香里奈

低学年の部 最優秀 「いつもありがとう 私の町のおまわりさん」 川西町立犬川小学校2年 奥村 花愛

私は、今年お巡りさんが身近な存在であることを感じさせる場面に遭遇しました。

それは、年が明けて少し日が経った一月の初めに、全国へ「一週間以内に全国のどこかで通学中の小学

生を殺害する。」というメールが届き、私の通っている学校にも送られてきたことです。 学校から連絡

メールが来て、その時、私はとても怖い思いをしました。私は、学校がとても大好きなのですが、その時

正直怖くて学校に登校するのがいやに感じました。そして一歩一歩踏み出す度に恐ろしさが増していく中、

学校に登校しました。でも、学校に行く途中、私の恐ろしさをまるで暗い曇り空を虹に変えてくれるよう

に助けてくれた人がいました。その時助けてくれた人はお巡りさんです。私が登校している時、パトロー

ルをしてくれて、とても安心しました。

またある日、私が通っている学校の近くの家が燃え、初めて学校にいる時に火事が起きて、とてもびっ

くりし、とても怖い思いをしました。学校では避難訓練を定期的に行っているので、慌てることはなかっ

たのですが実際に「火事が起きた」となると恐怖感がとても違いました。ですが、すぐに警察の音と消防

車の音が聞こえ、学校に火が移ること無く、学校の生徒全員が無事だったので、とても安心しました。も

ちろん消防署の方々もですが、警察の方々がいち早く私たちの命と学校を守って下さったおかげで、毎日

学校に登校できています。また、火が収まった後も、警察の方々がなぜ火事が起きてし

まったのかなど、様々な調査をして下さっているのを見て勇敢に感じました。

私は山形県に住んでいて、周りを見渡すと山がたくさんあり、熊が山から餌を求めて

降りてきて、農作業が被害を受けています。ですが、お巡りさんがパトロールをしてく

れているおかげで人的被害はおきていません。

お巡りさんは、とても身近な存在である事を、今年色々なことを通して感じました。

毎日暮らしを支えてくれて、ありがとうございます。

わたしの小学校のとなりには、けいさつかんがいるちゅうざいしょがあります。いつも、学校のとう下

校の時や体いくの時、お友だちとあそんでいるときも、ちゅうざいしょが見えます。しかし、どんなこと

をしているのか、どんな人がいるのか、しりませんでした。

学校の生活かの学しゅうで、クラスのみんなでちゅうざいしょに行き、お話をきくことになりました。

ちょっぴり、どきどきしながら行きました。けいさつかんの方は、とてもやさしくて、にこにこしていて、

ほっとしながら話を聞くことができました。まず、けいさつかんの方から、手じょうや、けいぼうという

ものを見せてもらいました。テレビでわるいことをした人につかっているのを見たことがありましたが、

こんなに近くで見たのは、はじめてでした。また、きけんな時に、体をまもることができるベストも見せ

てくれました。けいさつかんの方は、自分の命をしっかり守りながら、私たちをまもってくれているのだ

と思い、「ありがとう」とつたえたいと思いました。

私は、家から学校まで三十分くらいかかります。いつも、とう校はんで歩いてかよっています。もしも、

しらない人に声をかけられたり、こわい人に会ったりしたときは、ちゃんと大きな声を出して、近くの大

人の人にたすけをもとめて、自分で守れるようになりたいです。また、保育園のころからけいさつかんの

方に教えてもらっていた、こうつうルールをしっかりまもって、気をつけていきたい

です。

いつもわたしがあんぜんに学校に行くことができるのも、こわい人やわるい人から

まもってくれているのも、けいさつかんの方やちいきのみまもりたいの方のおかげだ

と思っています。わたしは、これからも「わたしたちをまもってくれてありがとう。」

いう気持ちをもって、まいにち元気にすごしていきたいです。


